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劉 

青 

 

［
原
文
］ 

 

是
古
上
聖
之
君
１

預
知
此
、
故
努
力
為
善
。
愚
人
不
深
計
、
故
生
亦
有
譴
謫
於
天
２

、
死
亦
有
譴
謫
於

地
、
可
不
駭
哉
。
速
傳
吾
書
、
使
天
下
之
人
得
行
之
、
俱
思
其
身
定
、
精
念
３

合
於
大
道
、
且
自
知
過
所
從

來
、
即
承
負
之
責
４

除
矣
。
天
地
大
喜
、
復
返
上
古
５

而
倍
矣
。 

天
、
一
也
、
反
行
地
二
、
其
意
何
也
？
今
地
、
二
、
反
行
人
三
、
何
也
６

？
夫
地
為
天
使
、
人
為
地
使

７

。
故
天
悅
喜
、
即
使
今
地
上
萬
物
大
喜
悅
８

。[

天
不
悅
喜]

地
雖
養
物
也
、［
使
其
物
惡
］
。［
地
］
善
、（
即

民
居
善
）［
則
居
地
上
者
人
民
好
善
］
。
此
其
相
使
明
效
９

也
。 

 

［
校
勘
］ 

『
太
平
經
』
合
校
本 

巻
四
十
を
用
い
て
比
較
し
た
。 

 

是
古
上
聖
之
君
預
知
此
：
合
校
本
作 

是
故
太
古
上
聖
之
君
迺
知
此 

故
努
力
為
善 

：
合
校
本
作 

故
努
力
也 

故
生
亦
有
譴
謫
於
天
、
死
亦
有
譴
謫
於
地
： 

合
校
本
作 

故
生
亦
有
謫
於
天
、
死
亦
有
謫
於
地 

可
不
駭
哉 

：
合
校
本
作 

可
駭
哉 

速
傳
吾
書
、
使
天
下
之
人
得
行
之
：
合
校
本
作 

但
急
傳
吾
書
書
、
使
天
下
人
得
行
之 

且
自
知
過
所
從
來
：
合
校
本
作 

且
自
知
過
失
所
從
來
也 

復
返
上
古
而
倍
矣
：
合
校
本
作 

年
復
得
返
上
古
而
倍
矣 

天
、
一
也 

：
合
校
本
作 

今
天
、
一
也 

今
地
、
二 

：
合
校
本
作 

今
地
、
二
也 

即
使
今
地
上
萬
物
大
喜
悅
：
合
校
本
作 

則
使
今
年
地
上
萬
物
大
善 

地
雖
養
物
也
、
善
即
民
居
善
、
此
其
相
使
明
效
也
：
合
校
本
作 

天
不
喜
悅
、 

地
雖
欲
養
也
、
使
其
物
惡
。

地
善
、
則
居
地
上
者
人
民
好
善
、
此
其
相
使
明
效
也
。
今
譯
文
從
合
校
本
。 

 

［
書
き
下
し
文
］ 

 

是
れ
古
の
上
聖
の
君
預
め
此
れ
を
知
り
、
故
に
努
力
し
て
善
と
為
す
。
愚
人
深
く
計
ら
ず
、
故
に
生
く
る

も
亦
天
に
譴
謫
あ
り
、
死
す
る
も
亦
地
に
譴
謫
あ
り
、
駭
か
ざ
る
べ
け
ん
や
。
速
く
吾
が
書
を
傳
え
、
天
下

の
人
を
し
て
之
を
行
う
を
得
し
め
、
倶
に
そ
の
身
の
定
め
を
思
い
、
精
念
を
大
道
に
合
し
、
且
つ
自
ら
過
り
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従
り
て
来
る
所
を
を
知
れ
ば
、
即
ち
承
負
の
責
除
か
か
る
な
り
。
天
地
の
大
喜
、
復
た
上
古
に
返
り
て
倍
す
。 

天
は
一
な
り
、
反
っ
て
地
二
を
行
う
、
其
の
意
何
ぞ
や
。
今
地
は
二
な
り
、
反
っ
て
人
三
を
行
う
る
は
、
何

ぞ
や
。
夫
れ
地
は
天
の
使
い
と
為
り
、
人
は
地
の
使
い
と
為
る
。
故
に
天
悦
喜
せ
ば
、
即
ち
今
地
上
の
萬
物

を
し
て
大
い
に
喜
悦
せ
し
む
。
［
天
悦
喜
せ
ざ
れ
ば
］
地
物
を
養
う
と
雖
も
、
［
其
の
物
を
し
て
悪
な
ら
し

む
。］［
地
］
善
け
れ
ば
、［
則
ち
地
上
に
居
る
者
人
民
は
善
を
好
む
］。
此
れ
其
の
相
い
使
う
る
は
明
効
と
な

る
。 

 

［
訳
文
］ 

 

古
代
の
上
聖
の
君
主
は
前
も
っ
て
こ
れ
を
理
解
し
て
い
た
の
で
、
努
力
し
て
善
を
行
っ
た
。
愚
人
は
深

く
理
解
し
て
い
な
い
の
で
、
生
き
て
い
る
時
も
、
天
か
ら
罪
を
責
め
ら
れ
、
死
ん
だ
後
も
地
か
ら
罪
を
責
め

ら
れ
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。
速
く
私
の
書
を
伝
え
、
天
下
の
人
々
に
そ
れ
を
実
践
さ
せ
、
一
緒

に
そ
の
身
の
安
定
を
思
い
、
精
念
を
大
道
に
合
わ
せ
、
そ
の
上
で
自
分
で
過
ち
の
由
来
す
る
所
を
分
か
れ
ば
、

そ
れ
で
承
負
の
責
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。（
そ
う
な
ら
ば
）
天
地
が
大
き
な
喜
び
し
、
も
う
一
度
上

古
時
代
に
戻
り
、
喜
び
が
倍
と
な
る
の
で
あ
る
。 

天
は
一
で
あ
る
が
、
反
っ
て
地
の
二
を
働
か
せ
る
。
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
今
、
地
は
二
で
あ
る

が
、
反
っ
て
人
の
三
を
働
か
せ
る
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。(

そ
れ
は)
地
は
天
の
使
い
で
あ
り
、
人
は
地
の

使
い
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
天
が
喜
べ
ば
、
今
の
地
上
の
萬
物
を
大
い
に
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。［
天
が
喜
ば
な
け
れ
ば
］
地
は
萬
物
を
養
お
う
と
し
て
も
、［
萬
物
は
繁
栄
で
き
な
い
］。［
地
は
］
善
で

あ
れ
ば
、［
そ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
人
々
が
善
を
好
む
］。（
天
地
人
が
）
お
互
い
に
使
い
と
な
る
こ
と
の

明
ら
か
な
し
る
し
で
あ
る
。 

 ［
注
釈
］ 

１ 

上
聖
之
君 

『
墨
子
』
公
孟 

（
四
部
業
刊
三
冊
九
十
二
葉
表
） 

「
昔
者
、
聖
王
之
列
也
：
上
聖
立
為
天
子
、
其
次
立
為

卿
大
夫
。」 

 

２ 

故
生
亦
有
譴
謫
於
天 

『
春
秋
繁
露
』
必
仁
且
知
（
四
部
業
刊
一
冊 

卷
八 

十
三
葉
裏
） 

「
其
大
略
之
類
、
天
地
之
物
有
不
常
之

變
者
、
謂
之
異
、
小
者
謂
之
災
。
災
常
先
至
而
異
乃
隨
之
。
災
者
、
天
之
譴
也
。
異
者
、
天
之
威
也
。」 

 

３ 

精
念 

『
太
平
經
』
卷
四
十
五 

起
土
出
書
訣
第
六
十
一
（
合
校
本 1

1
2

） 

今
天
師
乃
與
皇
天
后
土
常
合
精
念
，
其
心
與
天
地
意
深
相
得 

『
太
平
經
』
卷
四
十
六 

道
無
價
卻
夷
狄
法
第
六
十
二
（
合
校
本 1

2
9

） 

吾
書
即
天
心
也
意
也
，
子
復
深
精
念
之
。 
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４ 

承
負
之
責 

『
太
平
経
』
卷
三
十
九 

解
師
策
書
訣
第
五
十
（
合
校
本7

0

）「
承
者
為
前
、
負
者
為
後
。
承
者
、
迺
謂
先

人
本
承
天
心
而
行
、
小
小
失
之
、
不
自
知
、
用
日
積
久
、
相
聚
為
多
、
今
後
生
人
反
無
辜
蒙
其
過
謫
、
連
傳

被
其
災
、
故
前
為
承
、
後
為
負
也
。
負
者
、
流
災
亦
不
由
一
人
之
治
、
比
連
不
平
、
前
後
更
相
負
、
故
名
之

為
負
。
負
者
、
迺
先
人
負
於
後
生
者
也
」 

『
太
平
経
』
巻
三
十
七 
五
事
解
承
負
法
第
四
十
八
（
合
校
本6

0

）
欲
解
承
負
之
責
、
莫
如
守
一
。
守
一

久
、
天
將
憐
之
。 

 

５ 

反
上
古 

『
黄
帝
内
経 

素
問
』
上
古
天
眞
論
篇
第
一
（
人
民
衛
生
出
版
社1

9
6

3
 

標
點
本1

葉 

） 

余
問
上
古

之
人
、
春
秋
皆
度
百
歲
、
而
動
作
不
衰
。
今
時
之
人
、
年
半
百
而
動
作
皆
衰
者
、
時
世
異
耶
？ 

 

６ 

天
、
一
也
、
反
行
地
二
、
其
意
何
也
？
今
地
、
二
、
反
行
人
三
、 

『
老
子
』
第
四
十
二
章
（
四
部
業
刊 

三
十
一
葉
裏
） 
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
萬
物
。 

 

『
太
平
経
』
巻
七
十
三
至
八
十
五 

闕
題
（
合
校
本3

0
5

）
元
氣
怳
惚
自
然
、
共
凝
成
一
、
名
為
天
也
。
分

而
生
陰
而
成
地
、
名
為
二
也
。
因
為
上
天
下
地
、
陰
陽
相
合
施
生
人
、
名
為
三
也
。 

 

『
太
平
經
』
卷
五
十
三 

分
別
四
治
法
第
七
十
九 

（
合
校
本1

9
8

）
欲
樂
第
一
者
宜
象
天
、
欲
樂
第
二
者
宜

象
地
、
欲
樂
第
三
者
宜
象
人
、
欲
樂
第
四
者
宜
象
萬
物
。 

 

７ 

地
為
天
使
、
人
為
地
使 

『
老
子
』
第
二
十
五
章 

（
四
部
業
刊 

十
三
葉
表
）
人
法
地
、
地
法
天
、
天
法
道
、
道
法
自
然
。 

 

８ 

故
天
悅
喜
、
即
使
今
地
上
萬
物
大
喜
悅 

『
春
秋
繁
露
』
立
元
神
（
四
部
業
刊
一
冊 

卷
六 

七
葉
表
）
天
地
人
、
萬
物
之
本
也
。
天
生
之
、
地
養
之
、

人
成
之
。
天
生
之
以
孝
悌
、
地
養
之
以
衣
食
、
人
成
之
以
禮
樂
、
三
者
相
為
手
足
、
合
以
成
禮
、
不
可
一
無

也
。 

『
周
易
』
頤
（
阮
元
本
十
三
經
注
疏 

二
十
七
葉
表
）
天
地
養
萬
物
、
聖
人
養
賢
以
及
萬
民
。 

 

９ 

明
效 

『
漢
書
』
匈
奴
傳
下
（
中
華
書
局
標
點
本 3

8
3

1

）
此
則
和
親
無
益
、
已
然
之
明
效
也 

 

［
原
文
］ 

夫
治
亂1

0

者
、
猶
太
多
端1

1

、
不
得
天
之
心
、
當
反
還
其
根
本
。
夫
人
言
太
多
、
亦
致
亂
。
若
本
根
、

何
患
哉1

2

？ 
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故
一
言
而
成
者
、
本
［
文
］
也1

3

。
再
言
而
止
者
、
成
章
句1

4

也
。
三
言
而
止
、
反
成
解
難1

5

也
。
將

遠
真
、
故
有
解
難
也
。
四
言
而
止
、
反
成
文
辭1

6

也
。
五
言
而
止
、
反
成
偽
也
。
六
言
而
止
、
反
成
敗
也
。

七
言
而
止
、
反
成
破1

7

也
。
八
言
而
止
、
反
成
離
散
。
遠
道
遠
復
遠
也
。
九
言
而
止
、
反
成
大
亂
。
十
言
而

止
、
反
成
滅
毀
。
故
終
至
十
而
改
、
更
相
傳
而
敗
也1

8

。
夫
凡
事
毀
者
當
反
本1

9

。
故
反
守
一
以
為
元
首2

0

。

是
故
數
起
於
一
、
終
於
十2

1

。
自
然
治
亂
之
數
也2

2

。 

  

［
校
勘
］ 

 

夫
治
亂
者
、
猶
太
多
端 

：
合
校
本
作 
故
治
亂
者
、
由
太
多
端 

當
反
還
其
根
本 

：
合
校
本
作 

當
還
反
其
本
根 

夫
人
言
太
多
、
亦
致
亂
。
若
本
根
、
何
患
哉
？
：
合
校
本
作
夫
人
言
太
多
、
而
不
見
是
者
、
當
還
反
其
本
要

也
、
迺
其
言
事
可
立
也
。 

故
一
言
而
成
者
、
本
也 

：
合
校
本
作 

故
一
言
而
成
者
、
其
本
文
也
。
今
譯
文
從
合
校
本
。 

再
言
而
止
者
、
成
章
句
也 

：
合
校
本
作 

再
轉
言
而
止
者
、
迺
成
章
句
也  

三
言
而
止
：
合
校
本
作 

故
三
言
而
止 

六
言
而
止
、
反
成
敗
也
：
合
校
本
作 

六
言
而
止
、
反
成
欺
也 

反
成
大
亂
：
合
校
本
作 

反
成
大
亂
也 

反
成
滅
毀
：
合
校
本
作 

反
成
滅
毀
也 

故
終
至
十
而
改
、
更
相
傳
而
敗
也
：
合
校
本
作 

故
經
至
十
而
改
、
更
相
傳
而
敗
毀
也 

故
反
守
一
以
為
元
首 

：
合
校
本
作 

故
反
守
一
以
為
元
初 

是
故
數
起
於
一
、
終
於
十
、
自
然
治
亂
之
數
也 

：
合
校
本
作 

是
故
天
數
起
於
一
、
十
而
終
也
、
是
天
道
自

然
之
性
也
。 

 

［
書
き
下
し
文
］ 

 

そ
れ
治
乱
と
は
、
猶
お
太
だ
多
端
な
り
、
天
の
心
を
得
ざ
れ
ば
、
當
に
そ
の
根
本
に
反
還
す
べ
し
。
そ
れ

人
の
言
太
だ
多
し
、
ま
た
乱
を
致
す
。
若
し
本
根
な
れ
ば
、
何
ぞ
を
か
患
え
ら
ん
や
。 

故
よ
り
一
言
に
し
て
成
る
者
、
本
［
文
］
な
り
。
再
言
に
し
て
止
ま
る
者
、
章
句
と
な
る
。
三
言
に
し
て

止
ま
れ
ば
、
反
っ
て
解
難
と
な
る
。
将
に
真
に
遠
ざ
か
ら
ん
と
す
、
故
に
解
難
な
り
。
四
言
に
し
て
止
ま
れ

ば
、
反
っ
て
文
辞
と
な
る
。
五
言
に
し
て
止
ま
れ
ば
、
反
っ
て
偽
り
と
な
る
。
六
言
に
し
て
止
ま
れ
ば
、
反

っ
て
敗
と
な
る
。
七
言
に
し
て
止
ま
れ
ば
、
反
っ
て
破
れ
と
な
る
。
八
言
に
し
て
止
ま
れ
ば
、
反
っ
て
離
散

と
な
る
。
遠
道
に
し
て
遠
し
復
た
遠
し
。
九
言
に
し
て
止
ま
れ
ば
、
反
っ
て
大
乱
と
な
る
、
十
言
に
し
て
止

ま
れ
ば
、
反
っ
て
滅
毀
と
な
る
。
故
に
終
に
十
に
至
り
て
改
め
、
更
に
相
傳
し
て
敗
る
る
な
り
。
。
夫
れ
凡

事
の
毀
れ
る
者
は
、
當
に
本
に
反
す
べ
し
。
故
に
守
一
に
反
し
以
て
元
首
と
為
す
。
是
の
故
に
数
は
一
に
起

こ
り
、
十
に
終
わ
る
。
自
然
の
治
乱
の
数
な
り
。 
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［
訳
文
］ 

 

治
乱
の
時
、
や
は
り
甚
だ
多
様
な
原
因
が
あ
る
が
、
天
の
心
を
得
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
根
本
に
戻
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
々
の
言
説
は
甚
だ
多
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
乱
を
招
く
。
も
し
根
本
（
に
戻

れ
ば
）、
な
ん
の
心
配
が
あ
ろ
う
か
。 

そ
も
そ
も
（
言
説
に
お
い
て
）
一
言
で
完
成
す
る
も
の
は
、
経
文
の
本
文
で
あ
る
。
再
び
言
い
伝
え
て
終

わ
る
も
の
は
、
経
典
解
釈
の
た
め
の
章
句
に
な
る
。
三
回
言
い
伝
え
て
終
わ
る
も
の
は
、
反
っ
て
困
難
な
こ

と
を
弁
明
す
る
も
の
に
な
る
。
真
実
か
ら
離
れ
て
い
く
た
め
、
難
し
い
部
分
の
解
説
が
現
れ
た
。
四
回
言
い

伝
え
て
終
わ
る
の
は
、
反
っ
て
本
文
に
付
け
加
え
て
飾
り
立
て
る
言
葉
に
な
る
。
五
回
言
い
伝
え
て
終
わ
る

も
の
は
、
反
っ
て
偽
り
に
な
る
。
六
回
言
い
伝
え
て
終
わ
る
も
の
は
、
反
っ
て
失
敗
し
た
文
に
な
る
。
七
回

言
い
伝
え
て
終
わ
る
も
の
は
、
反
っ
て
不
完
全
な
も
の
に
な
る
。
八
回
言
い
伝
え
て
終
わ
る
も
の
は
、
反
っ

て
離
散
と
な
る
。
道
か
ら
離
れ
て
ま
す
ま
す
遠
く
な
る
。
九
回
言
い
伝
え
て
終
わ
る
も
の
は
、
反
っ
て
大
き

な
混
乱
と
な
る
。
十
回
言
い
伝
え
て
終
わ
る
も
の
は
、
反
っ
て
本
来
の
意
味
は
毀
滅
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ

う
な
わ
け
で
、
最
後
に
は
十
伝
で
終
わ
る
と
、
改
め
て
最
初
か
ら
繰
り
返
し
て
敗
滅
に
な
る
。
そ
も
そ
も
凡

事
に
お
い
て
失
敗
が
あ
れ
ば
、
根
本
に
も
ど
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
故
に
守
一
に
戻
っ
て
元
首
の
状
態
を
回

復
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
数
は
一
か
ら
始
ま
り
、
十
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
の
治
乱
の
数

理
で
あ
る
。 

 

［
注
釈
］ 

 

１
０ 

治
亂 

『
禮
記
』
中
庸 

（
阮
元
本
十
三
經
注
疏 

二
十
一
頁
裏
）  

繼
絕
世
、
舉
廢
國
、
治
亂
持
危
、
朝
聘
以
時
、

厚
往
而
薄
來
、
所
以
懷
諸
侯
也
。 

 

１
１ 

多
端 

『
楚
辭
』
九
辯
（
四
部
業
刊 

四
冊
十
四
葉
表
）
何
況
一
國
之
事
兮
、
亦
多
端
而
膠
加
。 

 

１
２ 

當
反
還
其
根
本
。
夫
人
言
太
多
、
亦
致
亂
。
若
本
根
、
何
患
哉
？ 

『
莊
子
』
外
篇 

知
北
游 

（
四
部
業
刊 

四
冊
四
十
四
葉
裏
）
惛
然
若
亡
而
存
、
油
然
不
形
而
神
、
萬
物
畜

而
不
知
。
此
之
謂
本
根
、
可
以
觀
於
天
矣
。 

 

『
太
平
經
』
卷
九
十
六 

守
一
入
室
知
神
戒
第
一
百
五
十
二
（
合
校
本4

1
6

）
夫
正
文
正
辭
、
乃
為
天
地
人

萬
物
之
正
本
根
也
。
是
故
上
古
大
聖
賢
案
正
文
正
辭
而
行
者
、
天
地
為
其
正
、
三
光
為
其
正
、
四
時
五
行
乃

為
其
正
、
人
民
凡
物
為
其
正 

。 
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『
太
平
經
鈔
』
乙
部
卷
二 

天
地
开
辟
贵
本
根
、
乃
气
之
元
也
。
欲
致
太
平
、
念
本
根
也
。
不
思
其
根
名
大

烦
、
举
事
不
得
、
灾
并
来
也
。 

 

１
３ 

故
一
言
而
成
者
、
本
也
…
… 

『
太
平
經
』
卷
五
十
一 

校
文
邪
正
法
第
七
十
八
（
合
校
本1

9
0

）
正
文
者
、
迺
本
天
地
心
、
守
理
元
氣
。

古
者
聖
書
時
出
、
考
正
元
字
、
道
轉
相
因
、
微
言
解
、
皆
元
氣
要
也
。
再
轉
者
、
密
辭
也
。
三
轉
成
章
句
也
。

四
轉
成
浮
華
。
五
轉
者
、
分
別
異
意
、
各
司
其
忤
。
六
轉
者
、
成
相
斯
文
。
章
句
者
、
尚
小
儀
其
本
也
、
過

此
下
者
、
大
病
也
。 

 

『
道
教
義
樞
』
（
正
統
道
藏
太
平
部
）
卷
二 

十
二
部
義
第
七
「
言
本
文
者
、 

即
三
元
八
會
之
書
。
…
…
紫

微
夫
人
云
、 

三
元
八
會
之
書
、 

太
極
高
眞
所
有. 

本
者
、 

始
也
、 

根
也. 

是
經
敎
之
始
、 

文
字
之
根
。 

又
爲
得
理
之
元
、 

萬
法
之
本. 

文
者
、 

分
也
、 
理
也.

」 

 

１
４ 

章
句 

『
論
衡
』
程
材 

（
四
部
業
刊 

四
冊
卷
十
二 

三
葉
裏
）
是
以
世
俗
學
問
者
、
不
肯
竟
經
明
學
、
深
知
古
今
、

急
欲
成
一
家
章
句
。 

 

１
５ 

解
難 

 

『
漢
書
』
揚
雄
傳
下
（
中
華
書
局
標
點
本 3

5
7

5

） 

玄
文
多
、
故
不
著
。
觀
之
者
難
知
、
學
之
者
難
成
。
客

有
難
玄
大
深
、
眾
人
之
不
好
也
、
雄
解
之
、
號
曰
解
難
。 

 

１
６ 

文
辭  

『
淮
南
子
』
人
間
訓
（
四
部
業
刊 

四
冊
卷
十
八 

二
十
葉
裏
） 

故
繁
稱
文
辭
、
無
益
於
說
、
審
其
所
由
而

已
矣
。 

 

１
７ 

破  

『
大
戴
禮
記
』
小
辯
（
四
部
業
刊 

二
冊
卷
十
一 

一
葉
裏
） 

辨
而
不
小
。
夫
小
辨
破
言
、
小
言
破
義
、
小

義
破
道
。 

 

１
８ 

故
終
至
十
而
改
、
更
相
傳
而
敗
也 

『
太
平
經
』
卷
三
十
七 

五
事
解
承
負
法
第
四
十
八
（
合
校
本 5

8

） 

今
一
師
說
，
教
十
弟
子
，
其
師
說
邪
不
實
，
十
弟
子
復
行
各
為
十
人
說
，
已
百
人
偽
說
矣
。
百
人
復
行
各
為

十
人
說
，
已
千
人
邪
說
矣
。
千
人
各
教
十
人
，
萬
人
邪
說
矣
。
萬
人
四
面
俱
言
，
天
下
邪
說
。
又
言
者
大
眾
，

多
傳
相
徵
，
不
可
反
也
，
因
以
為
常
說
。 
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１
９ 

夫
凡
事
毀
者
當
反
本 

『
禮
記
』
禮
器
（
阮
元
本
十
三
經
註
疏 

五
葉
表
） 

禮
也
者
、
反
本
修
古
、
不
忘
其
初
者
也
。 

 

２
０ 

故
反
守
一
以
為
元
首 

『
太
平
經
』
卷
三
十
七 

五
事
解
承
負
法
第
四
十
八
（
合
校
本6

0

）
一
者
、
數
之
始
也
。
一
者
、
生
之
道
也
。

一
者
、
元
氣
所
起
也
。
一
者
、
天
之
綱
紀
也
。
故
思
守
一
、
徒
上
更
下
也
。
夫
萬
物
凡
事
過
於
大
、
末
不
反

本
者
、
殊
迷
不
解
、
故
更
反
本
也
。 

 

２
１ 

數
起
於
一
、
終
於
十 

『
周
易
』
系
辭
上
（
阮
元
本
十
三
經
注
疏 
二
十
六
葉
裏
） 

天
一
、
地
二
。
天
三
、
地
四
。
天
五
、
地
六
。

天
七
、
地
八
。
天
九
、
地
十
。
王
弼
注
：
易
以
極
數
通
神
明
之
德
、
故
明
易
之
道
、
先
舉
天
地
之
數
也
。 

 

『
國
語
』
周
語
上
（
四
部
業
刊 

一
冊
周
語
上
第
一 
十
二
葉
表
）
若
國
亡
不
過
十
年
、
數
之
紀
也
。
夫
天
之

所
棄
、
不
過
其
紀
。
韋
昭
注
：
數
起
於
一
、
終
於
十
、
十
則
更
、
故
曰
紀
也
。 

 

『
太
平
經
』
卷
九
十
三 

國
不
可
勝
數
訣
第
一
百
三
十
九
（
合
校
本3

9
0

） 

天
數
起
於
一
、
終
於
十
、
而
相

乘
天
道
。 

 

２
２ 

自
然
之
數 

『
列
子
』
巻
四 

（
四
部
業
刊 

卷
四 

五
葉
裏
） 

心
將
迷
者
先
辯
是
非
。
張
湛
注
：
窮
上
反
下
、
極
盛
必

衰
、
自
然
之
數
。 


